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「学年通信」は、生徒の皆さんが読み終わった後、必ず保護者の方に渡してください 

   「 卒業を控えた君たちへ 」 

                         学年主任 植原孝仁 

 今、多くの生徒が受験の真っ只中にいて、これまでの人生の中で最も大変で辛い局面に立たされているのでは

ないかと思います。中には、早くこの状況から抜け出したいと考えている生徒もいるかもしれません。ですが、

どんなに最後までやったとしても、２０２４年度入試は、２か月後には終わりを迎えます。それまでは辛抱して

頑張ってもらいたいと思います。普段、身体を鍛えている人ならば分かると思いますが、成長するためには必ず

負荷が必要となります。受験も同様です。結果がどうであったとしても、今の状況にきちんと向き合って精一杯

頑張ることで２か月後には必ず人間的に成長しているはずです。 

 さて、卒業後には様々な選択肢の中で、全員が新たなステージへ進みます。新しい生活に期待を膨らませている

生徒も多いと思います。卒業後も勉強が必要ですが、勉強だけでなく様々なことに挑戦し多くの経験を積み、さら

に魅力的な人間へと成長することを願っています。一方で、社会的に守られていた高校生という立場から、成人と

して責任のある立場で社会と関わる必要があり、心配も多く付きまといます。積極的にチャレンジして欲しい反

面、今まで以上に冷静に判断し慎重に行動しなくてはならない場面も増えてきます。また、詐欺や犯罪が巧妙に進

化しており、未熟な若者たちが被害に巻き込まれるケースも増えていますので、詐欺被害や犯罪から身を守るため

の知識を深め、まずは、君たち若者が直面している現状を理解することも重要となります。 

 今、ネット社会の進展により、SNS での情報共有が日常的になり未熟な若者が個人情報やプライバシーを無防備

に晒すことが増えています。また、オンラインショッピングや金融取引においても、若者が狙われやすくなりま

す。犯罪に巻き込まれるケースも増加しています。また、ネットだけでなく、冷静によく考えれば騙されるはずが

ないようなことも、言葉巧みに断りづらい状況をつくられることで、いつの間にか契約してしまったということも

あるようです。周囲に流されたり、ばれないから大丈夫などという言葉を信用してしまったりと軽い気持ちでやっ

てしまった行為が、のちに重大な犯罪へと発展する可能性もあります。社会に出るとさまざまな誘惑が待っていま

す。断るときはきっぱりと断り、自分の行動には慎重になりましょう。また、問題や疑念が生じた場合には、信頼

できる大人や友人に相談することが大切です。孤立せず、共有することで問題を解決する力が生まれます。そし

て、犯罪に巻き込まれそうな状況になったら、速やかに警察に相談することも大事だと思います。 

 後先考えずに行動することも駄目でしょうが、失敗を恐れて何もしようとしないのも良くないです。自分の考え

をしっかり持つことが大切ですが、多感な時期は特に他人に影響を受けやすいことも事実です。若者は人を信じや

すいですし人を信じることも大切なのですが、だまそうとする人がいるのも確かです。行動を起こす際には、たく

さんの情報を収集し、分析し、見通しを持ったり計画を立てたりした上で、冷静な判断力で実行してほしいと思い

ます。 



「18 年目の節目に」 

                                                       6 組副担任 武田由紀子 

 

 今年度、「総合的な探究の時間」の課題として、多くの生徒が「食に関するエッセイコンテスト」に応募

しました。食を通して沢山の愛情が子供たちに注がれていること、そしてその愛情を子供たちがきちんと

受け止めていること、が多くのエッセイから伝わってきました。日々の食事は愛情の積み重ねとなって人

を形成していて、給食や学校行事、地域行事を通した食の体験も、人とのつながりや食に対する思いを心

に刻む大切な時間であると感じさせてくれました。エッセイは夏休み中に書かれたものですが、「受験生に

なって夕飯がコンビニの食事になることが多くなり、家族が作ってくれていた食事のありがたみを感じる

ようになった」、「高校を卒業したら家から離れるので、家族の手作りのご飯を食べる時間を大切にしたい」

といった思いが多く述べられていて、卒業が間近となった現在では、これまで支えてくれた家族に対する

感謝の思いが、なお一層強まっていることでしょう。 

 私事になりますが、長男が大学生になり親元を離れました。高校の３年間は、毎朝のお弁当作りがかな

り負担で、早く終わって欲しいと願っていました。しかし今となっては、家族が用意した食事をとらせる

ことができていた時間は貴重な時間で、もっと大切にすべき時間だったと感じています。先日この文を書

くにあたり、LINE で息子に高校時代のお弁当について感想を聞いてみました。「おいしかったし、マジで

助かった。今の俺じゃ朝作る時間ないし、気力も湧かないし、難しい。」との返答でした。半強制的に感想

を言わせた形でしたが、子供の成長を実感し、３年間の苦労が一瞬で吹き飛んだ感じがしました。 

 子供の高校卒業は、親にとっては１８年(!!)続けてきた子育ての大きな大きな節目です。少し気恥ずかし

いとは思いますが、皆さんにはこの大事な節目に、支えてきてくれた家族に対して、「ありがとう」という

気持ちを言葉で伝えて欲しいなと思います。きっと皆さんの言葉は、一生保護者の方の心の中に響いて、

残っていくことと思います。 

                 

 

「 いつでもチャンスを掴めるように 」 

3 学年所属 寺本百合香 

 

皆さんは「キャリア」という言葉の語源を知っていますか？「キャリア」（career）とはラテン語の

「carrus（車輪のついた乗り物）」であると言われており、後に車輪の通った跡（わだち）を意味するよ

うになりました。よく「キャリアを積む」などのように用いられますが、仕事の経歴を意味するだけがキ

ャリアではありません。学び、仕事、結婚、趣味、家族など、皆さんが人生を通じて歩んでいく経歴その

ものが「キャリア」です。 

 「キャリアというものは偶然の要素によって８割が左右される。偶然に対してポジティブなスタンスで

いる方がキャリアアップにつながる。」これはプランドハップンスタンス理論と言い、１９９９年にスタ

ンフォード大学で教育学と心理学の教授を務めていた、クランボルツ教授によって提唱されました。プラ

ンドハップンスタンスとは「計画された偶然」と訳されます。自分の人生は、自分でデザインしていくも

のだと考えている人には、少し意外な理論かもしれません。でも、人生は自分の描いた通りに歩めるかと

いうと、そうではないこともよくあります。こんなはずではなかったと、落ち込む日もあるかもしれませ

ん。でも、大丈夫です。人生の８割は偶然の産物なのだから、例え失敗しても、その先に思いもかけない

偶然に出会い、人生が拓けることだってあります。 

 プランドハップンスタンス理論を実践するためには、「柔軟で前向きな心」が必要です。現状の考え方

にこだわりすぎず、自分を変化させることが求められます。ただ偶然を待つのではなく、主体的にチャレ

ンジしていくこと、これからのキャリアを積む上で、ぜひ意識してみてください。 


